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会場 武雄市図書館・歴史資料館  蘭学・企画展示室

会期 2022 年12月17日(土)
　　　　　 ～ 2023年 1 月15日(日)
観覧料 無料

ＴＯＰＩＣ
こども図書館お仕事体験　参加者募集

10:00～11:30開催 12月18日(日)
対象 武雄市内小学 1～ 3 年生 定員 4名

参加費 無料

受付場所 武雄市こども図書館 サービスカウンター

募集開始 12月 5日（月）

※定員に達し次第、 受付を終了いたします。

こども図書館のお仕事って何だろう？

司書さんは、本を貸したり返したりするカウンターでの

お仕事や、本を探すお手伝いをしたり、

本を棚にもどしたりしています。

みんなも図書館のお仕事を体験してみませんか？

武雄市図書館の企画展示開催 毎年
恒例

 毎年、年末に開催している武雄市図書館による企画展示。今年は、

2015年に採択され年々機運が高まっている「持続可能な開発目標

（Sustainable Development Goals：SDGs）」を切り口にして、

「ミライブラリー」と題し、SDGsと図書館、そしてこれからの

私たちの生活をテーマに開催いたします。

 SDGsとは、社会をよくしていくために2030年までに達成す

べき具体的な17の目標のこと。それが達成できなかったミ

ライでは、図書館はどんな図書館になっているのでしょ

う？203X年の図書館で、あるかもしれないもうひとつの

ミライをのぞいてみませんか？

武雄市図書館
冬のイルミネーション開催

期間 2022 年12月17日(土)
　　　　　 ～ 2023年 2 月19日(日)
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TO P I C 武雄の伝説・言い伝えご存じ
ですか？

 武雄市内の各地域には、数多くの伝説・

言い伝えが今に伝わっています。また、伝

説や言い伝えに関係する史跡や地名も、市

内のあちらこちらに残っています。

 今回は武雄市内でも有名な、武雄市橘町

の潮見川に伝わる河童伝説についてご紹介

します。

 潮見川の河童は、鎌倉時代中期に、現在の橘町辺りにやって来た橘氏についてきたといわれています。

潮見川に住むようになった河童たちは、人間に悪さをするようになりました。潮見川の近くにある潮見

神社の神主は「この石に花が咲くまではおとなしくするように」と誓文（神にちかう文言）を河童たち

と取り交わしました。それから河童たちは、おとなしくしているといいます。

 潮見川の河童はすもう

が大好きで、子どもに勝

負を挑むことがありまし

た。

 この地域の人々は、河

童に悪さをされたくない

時は、お仏壇に供えてあ

るご飯を食べました。そ

うすると、河童が逃げ出

すか、逃げ出さなくても

すもうを取れば必ず勝て

たといいます。

▲橘町にある潮見橋

の欄干にたたずむ河
童の石像

らんかん

◀河童の誓文石

潮見神社近くの潮
見川の堤防側には、
「河童の誓文石」と
伝わる大きな石が
現在も残されていま
す。

▲河童の頭がモチーフに

された永島排水樋管
はいすいひかん
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▲「河童の誓文石」近くに
ある、すもうを取る河童の
石像

◀橘町のイメージ　
　キャラクターの
  「たっぱくん」（左）
  と「橘みさえ」（右）。

せいもん

いど

ぶつだん

~潮見川の河童伝説~
し お み が わ か っ ぱ
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